
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
三
年
三
月
八
日
提
出

質

問

第

四

一

号

Ｒ
Ｉ
・
研
究
所
等
廃
棄
物
処
理
処
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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Ｒ
Ｉ
・
研
究
所
等
廃
棄
物
処
理
処
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
施
設
（
原
子
力
発
電
所
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
）
以
外
の
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
に
つ

い
て
、
平
成
一
〇
年
五
月
二
八
日
原
子
力
委
員
会
原
子
力
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
専
門
部
会
か
ら
「
Ｒ
Ｉ
・
研
究
所
等
廃
棄
物
処

理
処
分
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
の
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
内
容
は
Ｒ
Ｉ
（
放
射
性
同
位
元
素
）
を

使
用
し
て
い
る
医
療
機
関
や
研
究
機
関
等
か
ら
出
る
廃
棄
物
（
Ｒ
Ｉ
廃
棄
物
）
と
、
日
本
原
子
力
研
究
所
を
は
じ
め
と
す
る
試

験
研
究
炉
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
等
の
使
用
を
し
て
い
る
大
学
、
民
間
企
業
な
ど
か
ら
出
る
廃
棄
物
（
研
究
所
等
廃
棄

物
）
と
二
つ
に
分
け
て
排
出
さ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
Ｒ
Ｉ
廃
棄
物
の

九
五
％
、
研
究
所
等
廃
棄
物
の
八
四
％
が
素
掘
処
分
も
し
く
は
産
業
廃
棄
物
の
管
理
型
処
分
ま
た
は
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
以

下
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
疑
問
点
が
多
い
の
で
、
以
下
質
問
を
す
る
。

一

放
射
線
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
放
射
線
障
害
防
止
法
）
で
規
制
さ
れ
て
き
た

施
設
と
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
原
子
炉
等
規
制
法
）
で
規
制
さ
れ
て

き
た
施
設
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
放
射
線
障
害
防
止
法
で
規
制
さ
れ
て
き
た
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
区
分

を
原
子
炉
等
規
制
法
施
行
令
第
一
三
条
の
九
に
あ
て
は
め
る
根
拠
は
な
に
か
。

一



二

今
後
五
〇
年
間
で
発
生
す
る
Ｒ
Ｉ
廃
棄
物
の
五
五
％
、
研
究
所
等
廃
棄
物
の
五
八
％
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
提
案
し
て
い
る
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
以
下
に
な
り
、
「
再
利
用
又
は
産
業
廃
棄
物
と
同
様
の
処
分
」
を
想
定
し
て
い
る
。

原
子
力
委
員
会
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
設
立
目
的
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

レ
ベ
ル
の
提
案
値
の
根
拠
、
提
案
を
し
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
委
員
名
と
出
身
母
体
名
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
「
再
利
用
、
産
業
廃
棄
物
と
同
様
な
処
分
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
想
定
を
し
て
い
る
の
か
。

三

「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
で
は
無
条
件
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
提
案
値
を
示
し
、
現
在
各
国
に
コ
メ
ン
ト
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
各
国
は
ど
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
き
て
い
る
の
か
。

四

Ｒ
Ｉ
廃
棄
物
の
九
五
％
、
研
究
所
等
廃
棄
物
の
八
四
％
が
素
掘
処
分
も
し
く
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
想
定
に
あ

る
。
こ
の
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
処
分
さ
れ
る
の
か
。
放
射
性
廃
棄
物
専
用
の
処
分
場
に
な
る
の
か
、
自
治
体
が
関

与
す
る
処
分
場
や
民
間
の
処
分
場
の
利
用
も
想
定
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
を
も
想

定
し
て
い
る
の
か
。

五

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
以
下
の
も
の
は
、
処
理
後
処
分
す
る
の
か
、
処
理
せ
ず
処
分
す
る
の
か
、
ま
た
再
利
用
と
は
何
を

ど
の
よ
う
に
再
利
用
す
る
の
か
。
焼
却
処
理
に
つ
い
て
、
自
治
体
の
一
般
廃
棄
物
焼
却
施
設
や
民
間
で
経
営
の
産
業
廃
棄
物

二



焼
却
施
設
に
搬
入
さ
れ
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
か
。

六

Ｒ
Ｉ
廃
棄
物
を
発
生
さ
せ
る
事
業
所
数
は
約
五
〇
〇
〇
、
研
究
所
等
廃
棄
物
を
発
生
さ
せ
る
事
業
所
数
は
約
一
八
〇
あ
る

と
い
う
。
過
去
一
〇
年
間
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
へ
の
立
入
り
検
査
（
立
入
り
事
業
所
数
、
違
反
事
業
所
数
、
件
数

と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
）
の
結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
各
年
度
に
お
け
る
検
査
官
の
人
数
は
ど
う
か
。
加

え
て
、
現
場
で
の
Ｒ
Ｉ
の
取
扱
は
厳
密
で
あ
っ
た
か
。

七

現
在
放
射
性
廃
棄
物
を
焼
却
処
理
し
減
容
化
し
て
い
る
処
理
工
場
が
あ
る
が
、
そ
の
際
放
射
性
物
質
は
除
去
回
収
さ
れ
て

い
る
の
か
。
回
収
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
回
収
デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

八

こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
原
子
力
委
員
会
原
子
力
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
専
門
部
会
お
よ
び
分
科
会
の
構
成
員
は
、
だ
れ
が

ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
め
た
の
か
。
広
く
一
般
市
民
の
声
を
聞
き
民
意
に
配
慮
し
た
対
策
を
講
ず
る
た
め
に
同
部
会
お
よ
び

分
科
会
の
構
成
員
を
公
募
す
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。
見
解
を
聞
き
た
い
。

九

Ｒ
Ｉ
・
研
究
所
等
放
射
性
廃
棄
物
中
の
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
に
つ
い
て
産
業
廃
棄
物
並
み
の
処
理
・
処
分
を
可
能
に
す
る
よ

う
な
法
律
制
定
を
す
る
の
な
ら
、
そ
れ
に
伴
い
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

三



一
〇

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
は
放
射
線
を
利
用
す
る
作
業
者
そ
し
て
一
般
公
衆
も
放
射
線
防
護
の
対
象
と

し
て
、
一
九
二
八
年
か
ら
国
際
的
な
組
織
機
構
に
よ
り
放
射
線
防
護
の
基
本
的
考
え
方
、
基
準
の
設
定
、
安
全
な
取
扱
の
検

討
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
委
員
は
放
射
線
防
護
学
、
放
射
線
医
学
、
生
物
学
、
物
理
学
、
遺
伝
学
な
ど
の
専

門
分
野
を
代
表
す
る
個
人
と
し
て
選
ば
れ
た
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

日
本
を
初
め
、
世
界
各
国
の
放
射
線
防
護
関
連
の
法
令
な
ど
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧
告
を
尊
重
し
そ
れ
を
基
に
決
め
ら
れ
て
い

る
。Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
放
射
線
防
護
の
基
本
的
考
え
と
し
て
「
放
射
線
防
護
上
は
、
ど
ん
な
微
量
の
放
射
線
で
も
人
体
に
と
っ
て
有

害
な
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
放
射
線
に
よ
る
確
率
的
影
響
（
が
ん
お
よ
び
遺
伝

的
影
響
）
は
、
影
響
発
生
の
し
き
い
線
量
が
な
く
、
発
生
線
量
は
受
け
た
線
量
に
比
例
し
て
増
加
す
る
と
い
う
仮
定
に
た
っ

て
考
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
放
射
線
利
用
に
伴
う
影
響
の
発
生
を
厳
密
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
」
と
い

う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

原
子
力
委
員
会
で
ま
と
め
た
「
Ｒ
Ｉ
・
研
究
所
等
廃
棄
物
処
理
処
分
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
基
本

的
考
え
方
を
ど
う
受
け
止
め
、
一
般
公
衆
の
安
全
に
配
慮
し
て
い
る
の
か
。

四



一
一

こ
の
関
連
法
の
原
案
を
作
成
す
る
機
関
は
ど
こ
か
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
国
会
に
上
程
さ
れ
る
の
か
。
上
程
の

日
程
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

五


